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令和３年度（2021 年度）ＥＭＳ実施結果

及び 

令和４年度（2022 年度）目標 

 

環境局環境エネルギー課 

 

 

 

【内 容】 

１ 札幌市のＥＭＳ 

２ 令和３年度（2021 年度）ＥＭＳ実施結果（管理項目の実績） 

３ 令和３年度（2021 年度）ＥＭＳ実施結果 

⑴ 全庁目標の達成状況 

⑵ 個別目標の達成状況 

⑶ 公共工事に関する目標の達成状況 

４ 令和４年度（2022 年度）目標 

⑴ 全庁目標 

⑵ 個別目標 

⑶ 公共工事に関する目標 
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１ 札幌市のＥＭＳ 

札幌市では、平成 12 年度より環境マネジメントシステム（ＥＭＳ）の構築・運用を開始し、

平成 13 年度には、ＥＭＳの国際規格である ISO14001 認証を取得しました。 

その後、「エネルギーの使用の合理化等に関する法律」や「地球温暖化対策の推進に関する法

律」の改正・施行により、さらなる温暖化対策の強化が必要となったため、ISO14001 認証を返

上し、平成 23 年度からは、札幌市の実情に合った新しいＥＭＳの構築・運用を開始していま

す。 

近年、気候変動の影響が深刻化する中、脱炭素社会の構築に向けて、気候変動対策は大きな

転換期を迎えています。地球の平均気温の上昇を 1.5℃に抑える努力を追求するというパリ協

定の目的を踏まえて、札幌市では 2050 年に温室効果ガス排出量を実質ゼロとする「ゼロカーボ

ンシティ」を宣言するとともに、2030 年についても高い目標を掲げて温室効果ガスの排出量の

削減に取り組んでいくこととしました。 

令和４年度は、温室効果ガス排出量の削減目標の達成に向けて、省エネルギー対策の徹底や

再エネルギー転換等の取組を推進しています。 
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２ 令和３年度（2021 年度）ＥＭＳ実施結果（管理項目の実績） 

 

管理項目 

温室効果ガス排出量 実績 単位 

エネルギー起源 CO2 421,856（前年度比：101％） CO2換算（t-CO2） 

非エネルギー起源 CO2 161,122（前年度比： 99％） CO2換算（t-CO2） 

一酸化二窒素 36,464（前年度比： 97％） CO2換算（t-CO2） 

メタン 9,602（前年度比：105％） CO2換算（t-CO2） 

合計 629,043（前年度比：100％） CO2換算（t-CO2） 

エネルギー使用量 実績 単位 

電気 165,822（前年度比：101％） 原油換算（kL） 

都市ガス 26,238（前年度比：106％） 原油換算（kL） 

Ａ重油 8,979（前年度比： 98％） 原油換算（kL） 

自動車 1,723（前年度比：101％） 原油換算（kL） 

その他 8,373（前年度比：105％） 原油換算（kL） 

合計 211,135（前年度比：101％） 原油換算（kL） 

※数値は有効数字以下切捨で表記しているため、合計と一致しないことがある。 
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３ 令和３年度（2021 年度）実施結果 

⑴ 全庁目標の達成状況 

全庁目標：温室効果ガス排出量を 2030 年度までに（2016 年度比で）60%削減 

結 果：2021 年度の温室効果ガス排出量は 629,043（t-CO2）となり、 

2016 年度の排出量 726,010（t-CO2）と比較して 13.4％削減となった。 

 

札幌市役所の事務事業における温室効果ガス排出量は、電気やガスの使用に伴う「エネル

ギー起源 CO2」が最も多く、エネルギーの内訳は、電力が約 8 割を占めており、続いて都市ガ

ス・A 重油となっています。 

令和３年度は、市設街路灯や地下鉄駅舎の LED 転換等の省エネ対策を推進しましたが、新

型コロナウィルス感染症の影響によって、施設の換気や加湿など空調管理に関わるエネルギ

ー使用量が増加し、前年度比 101％とほぼ同様のエネルギー使用量となりました。一方で、

温室効果ガス排出量は、電気使用において契約している電力会社の排出係数が減少したため、

前年度比 100％となりました。 

 

 

 

  

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

メタン 6,864 12,487 12,916 9,391 9,800 8,772 10,960 9,810 10,042 11,073 9,543 9,174 9,602

一酸化二窒素 50,269 36,262 36,189 38,353 41,305 38,928 37,443 37,872 37,708 38,065 37,035 37,591 36,464

非エネルギー起源CO2 147,782 136,245 145,488 152,985 170,019 176,014 173,717 152,230 164,305 201,698 182,943 162,814 161,122

エネルギー起源CO2 383,602 342,249 444,149 576,269 562,827 550,648 544,519 526,098 526,169 490,050 444,000 419,195 421,856
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⑵ 個別目標の達成状況 

 

 

※個別目標とは、各課で必ず 1 個以上設定し、次の項目を含むもの。 

１ 「札幌市役所エネルギー削減計画」の計画推進のための具体的な取組に該当する取組（必須） 

２ 各局（区）の局（区）実施プランに記載した「環境配慮の取組」（任意） 

３ その他の環境配慮の取組（任意） 

※各課単位の具体的な目標と達成状況に関しては別紙１参照 

 

⑶ 公共工事に関する目標の達成状況 

   別紙２参照 

   ※公共工事に関する目標は、各プロジェクト会議（土木部門、建築・設備部門、雪対策部門）で決定します。 
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令和３年度個別目標の環境方針分類（287件）

① 徹底した省エネルギー対策を進めます。

➁ 再生可能エネルギーの導入を拡大します。

③ 移動における脱炭素化を進めます。

④ 廃棄物の発生・排出を抑制し、省資源・資源循環を

推進します。

➄ 環境負荷の少ない製品やサービスを利用します。

➅ 事務事業のみならず、公共工事・委託業務における

環境負荷を低減します。

⑦ 環境問題に関する啓発・教育活動を推進します。

①

②

③④⑤

⑥
⑦
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４ 令和４年度（2022 年度）目標 

⑴ 全庁目標 

温室効果ガス排出量を 2030 年度までに（2016 年度比で）60%削減 

 

⑵ 個別目標 

 

※個別目標とは、各課で必ず１個以上設定し、次の項目を含むもの。 

１ 「札幌市気候変動対策行動計画」“第 7 章 2030 年の目標と達成に向けた取組（市役所編）の具

体的な取組”に該当する取組（必須） 

２ 各局（区）の局（区）実施プランに記載した「環境配慮の取組」（任意） 

３ その他の環境配慮の取組（任意） 

※各課単位の具体的な目標に関しては別紙３参照 

 

⑶ 公共工事に関する目標 

   別紙４参照 

   ※公共工事に関する目標は、各プロジェクト会議（土木部門、建築・設備部門、雪対策部門）で決定します。 
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令和４年度個別目標の環境方針分類（280件）

① 徹底した省エネルギー対策を進めます。

➁ 再生可能エネルギーの導入を拡大します。

③ 移動における脱炭素化を進めます。

④ 廃棄物の発生・排出を抑制し、省資源・資源循環を

推進します。

➄ 環境負荷の少ない製品やサービスを利用します。

➅ 事務事業のみならず、公共工事・委託業務における

環境負荷を低減します。

⑦ 環境問題に関する啓発・教育活動を推進します。
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